
新組織ノーシープの目的
（現状の計画）

NO-SHEEP.ORG
年内始動



かなり壮大な計画です

• しかし夢は大きく！



ニコミ会を含む組織

• 日本と子供の未来を考える
会（ニコミ会）

• 2020/7発足
• 2020/9/21 初の国会議事

堂前デモ、以降、街宣・デモな
ど多数。

• ニコミ会の活動は、情報を知
らない人達に情報を伝える、
気づかせる目的だった。

新組織ノーシープ

寄付頼みの活動

新「事業」 新「事業」

新「事業」



NO-SHEEPの意味

• 我々は、囲いこまれ、わずかな、でっち上げ情報しか与えられず、それに怯
える言いなりの羊に過ぎなかった。

• 他の羊達を見て、「そうしておけば無難だ」と、生き方を規定していた。
• 我々は、自ら真実を求め、自ら考え、自ら今後の生き方を決める。
• 誰かを信奉することは無い、これもまた形を変えた言いなりである。

• 我々は、群れが間違っていることに気づいた、「リーダー」が間違っているこ
とに気づいた。我々はそれらには従わない、それぞれが自ら考えて決める
(No Sheep In My Circle）



ノーシープの目的大枠
• 言論の自由を守り、プライバシーを守る仕組みを広める

• 誰もが検閲の恐れなく、事実を広め、意見を表明できる
• 誰のプライバシーも、許可なく取得されない

• 抑圧されてきた情報を広める
• 真実を広める街宣・デモ・チラシ（これまでのニコミ会の活動）

• 無視された、忘れられた情報をとりあげる
• 卑近な例としては、日本古来の米を守る。フッ素歯磨きは不要など数多にわたる

• 我々の行動の法的裏付けを構築する
• 日本国憲法を超えるもの

• 我々の経済圏を作る
• 衣食住を確保する。

• 次世代に（プロパガンダではない）真の教育を行っていく。



これらの活動を、利益を求めない法人として
行っていく

• しかし、活動する者の生活のためには、生活可能な収入がなければなら
ない

• 事業としてこれらを行っていく
• 収入確保ができれば、羊の群れから離れる仲間を増やすことができる
• ただし、通常の取引にそぐわない活動（ニコミ会の街宣・デモ活動など）
は、おそらく寄付に頼るしかない。
（超有名であれば、グッズ販売の道もあり）



言論の自由を守り、プライバ
シーを守る仕組みを広める



• マイナンバーに徹底的に反対していく、拒否する
• Google/Apple等の巨大ITに対抗する
• オープンソースによる透明なIT技術を普及していく

• 特に安全なスマフォの普及に力を入れる（とりあえずの稼ぎ頭）
• 各コミュニティでのITシステム導入を援助、それらをつなぐシステムの提
案

• 字幕大王がこれまでやってきた海外情報の紹介、未邦訳書籍の翻訳な
ど



稼ぎ頭：GrapheneOS(Pixel 5a)

• 機器、傷あり中古3.5万～未使用5万
• 設定料金＋サポート掲示板利用料3万(予定)
• おおよそ通常のAndroidとして使用可
すべてのアプリの動作は保証できません

• 自分で設定すれば機器代のみ
設定方法は公開しますが、サポート掲示板は公
開しません



計画中：コミュニティのためのサーバ（個人
でも可）

• ドメイン取得年間2千円（.comなどの安いドメイン）
• サーバレンタル月千円～2千円（容量が大きければ１万越えも）
• 設定＋サポート掲示板利用料3万円（予定）
個別指導は別途料金

• 独自メールシステム、VPN、ファイル共有システム、掲示板システム、外部
公開用ウェブサイト



その他の機器販売を計画中

• 秘密



抑圧されてきた情報を広める



ニコミ会活動の継続

• 全国の仲間との協調
• ただし、何が効果的なやり方か議論を深める必要がある
• というのも、闇雲にやっても拒否反応が出るだけ

• 寄付でまかなうしかない



情報の集約と保護

• Wikipediaのような百科事典で情報の集約化
現状のWikipediaは、例えば医療情報はウソだらけ

• 皆が発信する情報の多重化
例えば、Twitterだけの人、facebookだけのアカウント削除で一瞬で消
える。しかし、Twitter、facebookでないと見てくれない
Twitter、facebook、Gettr、Telegram等に同じ内容を同時に書き
込む仕組み

• 寄付でまかなうしかない



無視された、忘れられた情報
をとりあげる



• ますます巨大企業が衣食住供給を独占する中、日本古来の衣食住が
忘れされ、放置されており、今後は羊法で禁止される憂き目にもあいかね
ない
※古代米など

• これらの伝統を復活させる。また、巨大企業が参入しない分野の新技術
を探究していく。



我々の行動の法的裏付けを構
築する



日本国憲法・国際法は、羊向けの見せかけに
すぎない

• まず、我々には、憲法・国際法を越える生得権がある。
憲法・国際法は、人為的なルールを定めてそれがすべてと思わせ、羊を従
わせるための洗脳装置の役割を果たしている。
※だから、「改悪されたら終わりだ」という概念しか持てない。

• テクノクラシー側から見れば、これらの法は羊向けの仕掛け。連中は連中
の法を持つ。その土俵で対抗しなければ。



我々の経済圏を作る



既に各地で活動家が事業参入（例）
• 兵庫のレオンロイサン：非接種者どうしの結婚相談所
• 京都の新型コロナ研究室：法人化とピカピカスマイル（反コロナの店舗リ
スト）

• 京都のマミさん：バー
• 大阪の前田さん：デトックスサロン、スナック
• 広島の某人物：自然食レストラン
• 関西の某ワクチン被害者団体：法人化を計画
• 関西の某医師：代替医療の株式会社

• これらの経済圏を作っていく



次世代教育



• 現状の「教育」なるものは、立派な羊にするためのものでしかない
• 人類の将来のため、真の教育を施していく


